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　　　　　　　　　　　　　　　　設　、明　　書

9．大銃星の窯眞：大正12年（1923年）九月12日の22時55分，欧洲チエコスロブキヤの首

　都プラ1グの國脳天丈塁に於いて，ヨ1ゼフ・クレペスタ氏が，天頂に近いアンドゴ
　メダ座の大星秀を撮影中に，偶然，この覗野へ飛び込んで來た流星の寓眞である‘．カ，

　メラは，口裡20センヂのクック玉であったため，レンズの明るさは14等星を撮影する
　に充分な強力なものであったけれど，其の代b，山野が狭．くて，流星の闘めきの始め
　から終りまでを一枚の乾板中に望め得なかった恨みはあるが，しかし，大空の宇宙紳
　秘を物語る大星霧の静かな星野に突如として閣了して來た此の流星のアバレ方がまざ

　々々と現はれてるる．一この爲眞は，流星ばがりでなく．，大塁霧附近の賑やかな星空
　．の美観をも樂しませるに充労である．察眞は，向って看が南，：左が北，上が西，下が

　東で，大星霧の下方5センチばかりの所にあるのがアンドロメダ座のヌ星でφる・

10．’、リ日華星＝過去2000年絵にわたり，幾度も田々太陽を訪ねて來たノ・り彗星は，其

　の30口目の出現を，1909年九月11日に，ドイツ國ハイデルベルヒ天丈壷のマクス・テ
　ル：7博士に捕へられた．それ以來，約1ケ年間，世界各地の天満家によって寓眞に撮
　られた．この悪童は，ヤ1キ1ス天丈墓の故バ1ナ1．ド博士が，1910年五月29日．，白
　鰹20糎のプノレ1ス爲眞機で撮影したもので，．この彗星の姿としては，最も美しいもの

　である．一このつぎに此の星が再び現はれて湿るのは，今から43年後の1985年頃であ
　る．

11．南十宇心あたり：いま陸海の皇軍が奮戦する大南洋Q空．には，春の五六月頃から，
　頭上に高くセンタウルの大星座や，南十宇の美しい星々が輝やく土地であると同時に，
　これ等の星空は，天丈を樂しむ人々が，皆常々から非常に憧れてみる天空である．こ
　の天は，．天の河の最も南部に相當し，ちょうどカシオペヤと正反封の位置になってゐ

　るが，t等星や二等星が霧しく入り馨れて，花盛りのやうに空は美しい．中にも，四
　つの揮星が書く十字形は，其の色，其の光，其の形，何れも吾々をして，飽かしめ7S
　い魅力を有ってみる．昔，航海者を導いた星，今は皇軍二士の目標とな．つてみる星で

　ある．南十字の全星座を取りまいて，人頭馬均のセンタウルが廣く天空を占めてみる．

　北天の蛇遣ひに匹敵する雄大な姿であるが，特に此の星座にはアベニつの一等星が重
　んでみるのが目立つ．中にもこのア星は，全天空に於いて，吾が太陽系に最も近い距

　離にある恒星系であることは，天目を知る者は誰でも知ってみる．眞に太陽系の隣り
　組の一つである．十字星の左下（南東）に大きい暗野がある．之れは有名な“炭袋”t’で，

　暗い星霧が天の河の一部をかくしてみるものである。

捻北極遇韓の姿：“神は数段者であ．る”・とジーンズ博士は言ったが，こ．の罵眞を見ると，

　“天然界は優秀な吸口家である”と言ひたくなる．無心に動く北極の天も，罵眞機を向
　けて，長い時間の露出を試みると，このやうな圏案模檬を，光線は混くのであってヂ

　これは一つの宇宙美であると同時に，叉，如何なるコンパスも及ばない正確無比の圓．
　形群の幾何學である・北極そのものは星影の無い暗黒空であるが，すぐ其の下に北極
　星が力強い圓弧を書いてみるし，」又，‘‘見えない北極”の右1センチほどの所には小熊

　座ラ星も見えてみる．更に其の右上3センチの所には同デ星があり，．窮眞の右上の隅
　にはエプ星の弧の一部が現はれてるる。この霧眞は1922年半し月16日，ロキや天雷毫
　で固定カメラにより撮影したもので，偶然ながら，明るい流星が一つ（爲眞の左下か

　ら右上へ）飛んだのが爲ってみるのも画白い．

13，ベルリン天女蔓の大望遠鏡：盟邦ドイツの首都ベルリン市内から郊外ノイ・バベル
　スベルグに移譲した大悟天華毫に，新設された大屈折望遠鏡で，口訳65セン弥焦馳
　距離10来申，接眼部には二重蓮；動の構造があって，長焦黙の星野早霜を撮影する裟置

　を有し，同國第rの屈折赤道儀である．ツァイス締高の製作である．

14．ベルリン天女憂の大反射鏡：同じくノイ・バベルスベルグにあるベルリン大學天丈
　墓の反射望遠鏡で，欧洲大戦申，1915年に完成せるもの・口裡122センチ，ニウトン
　焦黙の長さ840センチ，叉，カスグラン焦黙の長さは24米である・同國第一の大反射
　鏡で，專ら恒星の篇眞観測に用ゐらてれるる．ツァイス製．
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池　敦（東京）　尾上守夫（東京）　大野正勝（兵庫）
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　盛一（徳　島）

〔観測部入部〕　　　　丸山源三郎（東　京）　　加　藤　重　成（濱　松）
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　愈費　（4圓）
府立化學工業二丈部（東京）

藤井昭三郎（京　都）
水・池　　　敦（東　京）

清水謙三（大阪）
中島節夫（岡山）
井　上　啓　一（京　都）
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田　村　丈造（大　阪）
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秦　　武彦（東京）
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菅原市兵衛（岩　手）
．松　瀬　隆　國（横須賀）

西　本　誠　治（鹿児島）

　　同　（一部完紬）

　　部費　（2團40鐘）

小　泉　　　功（兵　庫）

金　崎　常　和（厨　岡）

松本大三（京都）
栗原正雄（東京）
　　同（」部完納）

中　野　　繁（東京）

　　部費（3圓50罎）

李　井　利　朗（岐　阜）
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喜　　　田　　　　　　　　茂（満　　　VJI卜i）
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菅　野　常　吉（東京）

幾　島　五鄭（大阪）

小山丑松（新潟）

北　見　彰　久（大　阪）
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1942年六月の天象（時刻は日本標準時）

　太陽は黄道を北へ々kと登りつめ，22日0時牟に夏至黙へ到着する．之れ

が，天文學的に言ふ春の終りであり，同時に夏の初めである．また，全地球

に於いて，この日．北ニド球では書が最も長く，夜は最も短かい．南4≧球では

其の反面たること，言ふまでない．

　10日は”時の紀念日”で，言はf，之れは天文學の記念日である．時刻を

定め，天文豪を建て給びし天智天皇の御偉徳を偲びつ』，近江神宮と山科御

陵に参詣する日である．

　月は，五月30日の忌月を過ぎて，　この6日には下弦，14日目は新月となり，
　ピ　コロ　

22日には上弦，28日には備月となる．又，14日は地球より最遠，28日は最近

となる．近地黒占で起る二月は，今年中，最もスバラシク，大きV・ものだら

う．

　この月初め，フk星は日波後の四天に見え，1日には東留しつk降交黒占を通

過するが，その後は漸家太陽へ近づき，11日に遠日貼を通過後，13日に内合

となり，以後，曉の星となる．しかし，離角も小さく，時期も悪くて，彊い

て観望すべき時でばない．

　金星は相攣らす早曉の東天に輝やく明星で，10日に月と會合し，16日に黄

緯は極南となる．叉，月末の30日には，天王星と愈合し，其の南1つ411に

ある．

　火星ぱ，名残り惜しげに，今尚，日波乱の酋の低室に赤く輝やき，8日に

は黄緯が極北，叉，17日にぱ月と近づき，其の北方4’にある。

　木星も，いよ団々太陽に近接した．26日の2時には正しく愈合し，それか

ら曉の星となる．こんなわけだから，こ」暫くは，木星観望の時期でない．

忌月或は來々月まで，萬事，良い期節の到來を待つべきである．

　土星は，木星よりも一足先きに東天へまはって了つたから，この月の末ご

ろからは望遠鏡に見える．しかし，特別な熱心家でない限り，別に急：ぐ必要

はあるまい．

　天王星も観測に不便であるが，海王星は乙女座べ星の東に於いて，9日に

停一留する．
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蔓；麹支
N道光観測所

　　東亜天文協會
大正9年（1920年）創立，昭和7年（1932年）改名

　山　奉　一　酒（滋賀縣草津町大路井420；同栗太郡上田上村栴生）

　宮森作造　　小高孝二郎
　宮森作造　　観測部長　木邊域麿
　中村　狸　鰹理部長宇野良雄
　高城武夫：　事業部長　大旨周作
　山本一清1　理事（無任所）葵田爲三
　　　　田上天文擾　滋賀縣栗太郡上田上

　　　　駆歩縣堅田局此内
　　　　倉敷天女台　岡山縣倉敷市
　　　　大阪市電氣科學館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

　部　　i嚢北市公會堂内

　　　　田島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　　東亜天文盤面観測部

　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小愼孝二耶，幹事　宇野良雄）

　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3．饗　星　課　（課長　木早成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太　陽　罧　（課長　鉄，幹事　静岡縣志太三吉永村吉永1768　大石辰次）

　　5．貰道光町（課長田上天文窒山本一清，幹事本田賓）
　　6。豫報　課　（課長　山本一清，幹事　瀞田壷雄）

　　7．檀　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡田平村木部　木邊成田）

　　8．窟　眞　罧　（課長　大津市鹿關町　堀井政三）

　　9．遊星面課（課長兵庫縣川邊郡雲雀丘伊達英太耶，幹事木邊成麿）
　　10．掩蔽課（諜長大阪市住吉匪萬代東4の6高城武夫）
　　11．月　面　課　（課長　伊興英太鄭）

　　12，N史研究課　（課長　兵庫縣武庫郡本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　観測部規定　（昭和6年11月22日制定）

第1條　　本観測部ハ東亜天丈協會ノ目的チ達スル爲メノー事業トシテ，天饅ノ観測
　　研究チ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天華協會員ハ希望ニヨリ本観測部負トナル事が出來ル．
第5條　部員ハ観測上ノ必要二通り課長ノ指導及ビ東亜天丈プレテン，東亜天文協

　　會急報並ピニ種々ノ印刷物ノ配布テ受ケル．

御申込みは　滋賀縣堅田局歴内　東亜天文協會　（電話はN田郵三局）

　　　　　　（信金は安全，確實な振替口座大阪56765番へ）
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滋賀縣滋賀郡眞野村大字眞野513

第252號翻1爆肝昌露㊧〔定償金・・醤〕灘金・re

螢行所　　　同　　　　　　上
印刷所　京都市上京咳上椹木町千本東入

印刷者　　　同　　　　　　土

配給元　東京市高田囁淡路町二丁目九番地

｛，本館翻灘綴羅
　　　　　　同　　　　　　上

　　　眞　美　EIJ刷　所〔電西陣3702〕

　　　　　　　　　橋　本　岩　太耶

　　　　日本出版配給株式會肚


